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サンタイネスへ再び！    

    

ヤコブ農園ヤコブ農園ヤコブ農園ヤコブ農園ででででのののの感謝礼拝の後で感謝礼拝の後で感謝礼拝の後で感謝礼拝の後で    
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    毎年恒例となった春のフィリピン中央教区と

のワークキャンプ。今年も参加者一同大きな宝物

をいただいて帰って来ました。どうぞ、その様子

をお読みください。そして、各教会に配りました

この冊子をどうぞ教会の中で回覧して皆様で読

んでいただけますようお願いいたします。 

今年のキャンプも、マニラ東部にあるサンタイ

ネスという村の聖アグネス教会で取り組んでい

る、ヤコブ農園でのワークとなりました。なんと、

３年連続しての同じ場所となりました。参加者に

は昨年から引き続いて行った人、３年続けて行く

人、初めて行く人とおりましたが、それぞれに大

きな感動をいただいて帰ってきました。 

 

毎年のことですが、フィリピンワークキャンプ

のために多くのご支援をいただいていますこと

を心から感謝いたします。フィリピン中央教区と

九州教区との交わりがキャンプをはじめ様々な

機会を通して少しずつ確実なものとなっている

のも、教会の皆さんの祈りと支援があってこそで

す。これからもよろしくお願いいたします。 

今回のワークキャンプには７名の参加者があ

りました。そのうち神戸教区から３名の参加があ

り、このキャンプを通して神戸教区との交わりを

深める機会ともなっております。また、今回は３

人の大学１年生が参加しました。フレッシュな彼

らが何を感じたか、どうぞ報告をお読みください。 

ワークキャンプチャプレン 司祭牛島幹夫 

フィリピンとの掛け橋 
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２月２４日（金） 

福岡からマニラの直行便にてフィリピンへ。今回

はフィリピン航空利用。夕食をフィリピンのファ

ストフード「ジョリビー」で食べ、宿泊場所のホ

レブハウスへ。 

 

２月２５日（土） 

中央教区の用意してくれた車３台に分乗して、サ

ンタイネスへ。途中で貸し切りのジプニーに乗り

換えお昼前に到着。教会にて昼食と歓迎。午後か

らはワークをするヤコブ農園へ。農園の充実ぶり

に昨年からのメンバー感動。 

 

２月２６日（日） 

午前中はサンタイネスの聖アグネス教会にて主

日礼拝。昼食後はヤコブ農園でワーク。ブッシュ

を刈り取り、堅い土を耕す。すでにできている畑

へ野菜の苗を植える。 

 

２月２７日（月） 

ヤコブ農園にて終日ワーク。引き続き、開墾作業。

野菜を植えるための畑を作る。 

 

２月２８日（火） 

午前中はサンタイネスの小学校に行き交流。ベイ

カー姉から日本の挨拶や食事の作法についての

説明。書道、折り紙、コマ、剣玉、お箸の使い方

などを紹介した。午後はワークの続き、引き続き

開墾作業。畑がだんだんとできあがっていく。 

 

２月２９日（水） 

引き続き終日のワーク。開墾作業が続く。バナナ

も水路沿いに植えられる。来年には実りがあると

のこと。 

 

 

 

３月１日（木） 

引き続きワーク。畑はほぼ完成し。野菜の苗（ペ

クチャイ、ブロッコリーなど）を植え、種（オク

ラ）をまく。また、バスケットゴールそばの空き

地を畑にするための草刈りを行う。 

 

３月２日（金） 

午前はヤコブ農園にて青空のもとで礼拝。一時間

ほど山へ入ったところにあるブライの昇天教会

のメンバーも来てくれる。タクロバオ主教・教区

職員のモーリーン、アリアンもこの日の昼から合

流。午後は夕方行われる感謝の集いのための食事

作り。感謝の集いには大勢の人が集まった。踊り

あり歌あり楽しい集いとなった。 

 

３月３日（土） 

貸し切りジプニーでサンタイネスを後にし、途中

で迎えに来た教区の車に乗り換えマニラへ。午後

は教会用品の店での買い物。サンオーガスチン教

会とサンチアゴ要塞（ホセ・リサールの記念館）

を見学。 

 

３月４日（日） 

ホーリー・フェイス教会にて主日礼拝参加。ここ

は昨年日本に来たエチャネス司祭の司牧する教

会。メンバーが９７家族いるとのこと。午後は、

聖マーガレット教会というスラムにある伝道拠

点を訪問。その後、シューマートにて恒例の買い

物。夜はキャンプ全体の振り返り会を教区センタ

ーで行う。 

 

３月５日（月） 

中央教区の用意してくれたワゴン車にて、ニノ

イ・アキノ国際空港へ。フィリピン航空の直行便

にて福岡へ。主教さま始め皆様に出迎えていただ

いた。感謝の祈りをもってキャンプを終え、それ

ぞれ帰途についた。
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チャプレン牛島幹夫司祭 

 

長田吉史司祭（神戸教区） 

 

 

キャンプ 

参加者紹介 

 

安村泉（直方） 団長ベイカー博子（宮崎） 古澤はん奈（大分） 

 

 

 

 

The Members 

 of 

Work Camp 

 

八代良寛（神戸教区） 

 

山本風太（神戸教区） 
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この報告書を書き始めるにあたって、去年の今頃

はまだサンタイネスにおり、東日本大震災、大津

波のニュースさえ知らなかったのだと思うと感

慨深いものがある。改めて被災者の方々に主の慈

しみがありますようにと、祈らずにはおられない。 

 それにつけても、３回のアドベントツアー５回

のワークキャンプに参加して毎回無事に帰国す

ることができたのは、誠に主のご加護があったか

らだと不思議な気がすると同時に感謝の気持ち

で一杯である。 

 今年のキャンプはその意味でも特に充実して

おり、神戸の最強軍団を加えて７名の参加者で少

人数ではあったが、かえってまとまりやすく、動

きやすいと言う利点が働いて、現地の仲間達との

絆もよりいっそう強まり、私としては満足してい

る。３年目のヤコブ農園も昨年１２月のアドベン

トツアーで訪問した時に比べて明らかに進展し

ており、異常気候が続いているにもかかわらず、

現地の人たちの頑張りが見られ喜ばしいことで

あった。 

以下、項目別に報告する。 

１：ヤコブ農園の進捗状況とワークの内容 

今回は水牛の池に隣接する荒れ地を開墾し、新

しい野菜畑を作って、キャベツ、ブロッコリ、チ

ンゲンサイ、茄子などの苗を植え、きゅうり、ト

マト、オクラなどの種を蒔いた。かなりの広さで

雑草や石を取り除いた後、固い土をスコップで掘

り起こし、鍬や手で細かく砕いて畝を作るのに青

年達も先生達も慣れる迄は、手に豆ができていた

が、要領を得てからは、先生達はいつも率先して

働いておられた。神戸の愉快なトリオのお陰で現

地の仲間もいつも笑いが絶えず、とても楽しい作

業風景が見られた日々であった。かくいう私は、

荷物の番とか、野菜の水やりとか、収穫したチン

ゲンサイを小川で洗うとか、軽労働に徹したので、

体重の変化は据え置きのままである。チンゲンサ

イ、ピーナツ、トウモロコシなどは目の前で収穫

しておやつとして食べたり、食卓に出されたりし

たが、毎日でも飽きることなく美味しかった。こ

の野菜畑の完成後はバスケットコートの樹の周

りの開墾も手がけた。去年の参加者が植えた友情

の樹は、残念ながら半分くらいは枯れていたが育

っているものには水をたっぷり与えて来た。 

 農園には今年からダグソン先生の親戚で、マギ

ーと言う５０歳代の女性が管理人として住み込

みで働いていた。ジャイカの研修で長崎に行った

こともある農業の専門家で働き者なので、安心し

た。収穫の２０％を教会に納めると言う契約で、

今後も働き手を募集したいとの話しだった。今後

はバラや菊などの花も育て、マニラで売る計画も

している。野菜よりも割の良い現金収入源なのだ

そうだ。  

 

今回開墾して作った畑、中央にマギーさん 

 

 特記すべきは、アドベントツアーで農園訪問を

した時、ダグソン司祭が手描きの農園完成図を皆

に披露した時、丘の上に小さなチャペルが描いて

あった。私などは、ずーっと将来の夢だと思って

いたので、５割がた出来ているのを初日に見せら

れて本当に驚いた。それもトタン屋根のしっかり

したもので、キャンプ中も、毎日丘の上からトン

トン、ガンガン作業の音がして、私達が農園を去

る頃には竹製の壁も貼り終え８割ほど出来上が
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っていた。ダグソン司祭が、私に言った。「博子

さん、来年は、あの丘の上のチャペルで聖餐式を

しましょう！」主に感謝！である。        

２：サンタイネス村の変化      

 昨年、キナブアン近くに鉄鉱石の鉱山が出来た

ため、トラックの乗り入れが可能なように細かっ

た山道が拡張されていて、驚いたことを書いた。

今年、村に到着して最初に目に入ったのは、何台

も駐車されている四輪駆動車の列であった。同時

に上から下迄スマートな最新流行のマウンテン

バイクギヤに身を包んだサイクリストのグルー

プがいた。明らかに村の風景には溶け込まない、

ツールドフランスばりの洗練された都会派の

人々だ。どこから来たのか聞いたら、案の定、マ

ニラのマカティ市と言う答え。高級マンションや

豪華な大邸宅のある、フィリピンでも最も裕福な

人々が住むエリアである。どうりで浮いている訳

だ。中には中学生くらいの女の子もいたが勿論彼

女も、サングラスにサイクルギヤでばっちり決め

ている。 

このように都会人が急に村に来るようになっ

たのも、村おこしの一環としてキナブアンの滝を

宣伝し始めたかららしい。私達もつい買ってしま

ったが村役場のような所に訪問者名の登録に言

った時、アイ ラブ サンタイネスとキナブアン

滝の T シャツが売りに出されていた。 

道路が広がれば車が来るようになり、人々の往

来も増え、田舎とはいえマニラに近いので、都会

のカッコイイ若者が入ってくると、村の若者達も

当然、憧れ、流行を追うようになるだろう。現金

収入も増え、貨幣経済が促進されると、村の様相

も急速に変わるかもしれない。ジェイによるとあ

と５年内に村の道は舗装されるだろうと言う。一

方荷物運びで生計を立てている山の人々は、次第

にその道を断たれていくだろう。村の発展は喜ぶ

べきなのだろうが、今後、外からいろんな人々が

どんどん入ってくれば、それに伴う問題も起こっ

てくる事も考えなければならなくなる。 

実は毎年恒例になっていたキナブアン滝への

ハイキングは、急遽、中止になった。近くの山で

人民解放軍と自称しているゲリラと、政府軍との

撃ち合いがあり、負傷者も出たので当局が万一を

心配して、外国人の入山を禁止したのだ。キャン

プ初参加のメンバーは落胆しただろうが、この件

では現地の人のアドバイスに従うべきと判断し

た。平和でのどかに見えても、途上国ではありが

ちなことであり、得てして日本人はこういう危険

性に対して、免疫が出来ていないからである。 

３：村での日課 

 鶏の甲高い鳴き声で、暗いうちから目を覚まし

ほとんど暗闇の中を弱い懐中電灯の灯りで、トイ

レを済まし小さなバケツにためてある水で体を

ふき、薄暗い裏庭に出て歯をみがく。すると人の

気配に隣の家の黒い羽の鶏が、８匹くらいのひよ

こを引き連れてコココココー！えさくれーと猛

烈な勢いで走ってくる。私は居候だからエサなん

てないよ−！と言うと解るらしく一周して、又コ

コココー！と隣へ走り去る。これが毎朝である。

それぞれのホームステイ先から教会に集まって、

お祈りして朝食。今回は全ての食事は教会で、台

所を改善して牧師館より便利になったからと言

う事だったがジェネレイターが故障したり、ガソ

リンが切れたりしてほとんどろうそくの灯りに

頼る事が多かった。料理そのものはプロパンガス

で作った。朝食後、例の山道を歩いて石で滑りや

 

用意される食事は新鮮で美味しかった 
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すい川の中をザブザブと２度渡って、農園へ。私

はまだ少し、緊張しながら、若者達は子供達と冗

談言ったり、歌を歌いながら、流石である。慣れ

た頃、油断して一度滑って転んだ。 

農園に着くと、私以外は農作業。１０時頃休憩、

昼食はアルメニアとジェイがバイクで運んでき

てくれる。野菜の水やりなどの軽労働。５時頃作

業終了。又山道を帰り一旦家で水浴びや洗濯を済

ませ、教会集合、夕の礼拝、夕食。帰宅しても暗

く、ろうそくの灯りのみでお喋りしていてもすぐ

眠くなり、９時にはおやすみ、と言う具合でテレ

ビも無く本も読めず、ただ自然と共に一日が始ま

り終わる、雑念が無くなって素直な自分に帰って

行く。ような気がする。 

 

水やりに励むベイカーさん 

 

４：交流 

今回ハイキングの代わりに、村の小学校を訪ね

て２００人の子供達に日本の書道、折り紙、けん

だま、こま、お辞儀の仕方や箸の使い方などを披

露して多いに交流を楽しんだ。神戸の二人は交流

の天才で何の練習もせず、すべてアドリブだった 

のに面白、おかしいジェスチャーで皆を笑いの渦

に巻き込み、たちまち人気者となった。夜は夜で

村のおっさん達と飲みニュケーションに励み？

私の知らない沢山の村人達と仲良くなっていて、

どんどんタガログ語を話し始めたのには驚いた。

こんな人たちがどうして英会話ができないのか、

不思議だ。 

小学校での交流を終えて帰路につく 

勿論、女性の二人も子供達の人気者、農園への

往復にはいつも周りを囲まれながら歌や日本語

を教えていたが、その子達が送別会ではそらで日

本語のパナナグータンを歌える迄になっていた。

大成功だったのは二人が送別会のために作った

白玉のあんこときな粉まぶしのデザート！子供

達の目がそちらに集中してキラキラかがやき、盛

ってあるお皿の周りにしがみついて離れないの

で、まずメインのシチューを食べてからだよーと

引き離すのに大変だった。美味しくてお皿までな

めていた子もいた。今後の必殺メニューに決定！ 

２人の先生方も年齢も近く、共通の知人も多い

らしく、いつもリラックスした様子で会話を楽し

み、率先して働き、フィリピンの司祭様達との合

同司式でも達成感があったようだ。長田先生は神

戸組をしっかり導き管理してくださり、牛島先生

はチャップレンとしてベテランなので、私は何の

心配もなく楽しませて頂き、申し訳ないと同時に

心から感謝しています。何より、携帯電話の鳴ら

ない１０日間と言う期間は、それぞれにとって良

い充電期間だったと思います。キャンパー同士の

交流もフィリッピンの仲間との交流も、村人との 

交流も全てにおいて満足しています。 

ところが、今回一件だけ心の痛む訪問があった。
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エチャネス司祭のアウトリーチの教会で、元々、

ミンダナオ島から迫害されて逃れて来た聖公会

の人々が、不法に定住した場所にあり、今でもス

ラム状態であった。それでも子供達は明るく、お

得意のダンスや歌で歓迎してくれたが、なかに皆

の注意を引いた５歳くらいの男の子がいた。お姉

ちゃん達に混じって真剣な顔でセクシーダンス

を上手に踊るので、それが可愛くて笑いを誘うの

だが、お別れに写真を撮っていたらその子の母親

が来てポツリと言った。「この子の父親は日本人

なんです。」 

そして寂しそうに微笑んでいたが、私達は何も

言えなかった。いわゆるジャピーノ問題を思い出

し心が痛んだ。以前に読んだ本によると、この子

はまだ母親が育てているが、多くは捨てられスト

リートチルドレンとなったり、児童労働、児童ポ

ルノ、児童売春と言う闇の世界に流されて行く。

フィリピンだけでなく途上国の大きな問題の一

つでもあり、ユニセフなどが取り組んでいるが、

需要がある限り根は深く解決の道は遠い。それだ

けに、現在中央教区は、将来性のある高校生８人

とカレッジの学生４人に奨学金を与え、そのかわ

りその子達が小学生や幼児に英語を教えたりし

て、自助努力の道を開こうとしている。そこで、

エチャネス司祭の右腕としてスラムの人々の世

話をしたり若者達の指導をしておられるのが、メ

キシコから来られたビセンテス執事である。全く

のボランティアで月３主日、遠くからここに通い、

人々の力となっておられる姿には頭が下がる。  

５：礼拝 

キャンプ中、パートナー教区として、中央教区

のいろいろな教会で礼拝や聖餐式に参加できる

のも、魅力であり、この協働の業を共有すると言

う目的の第一にあげられる。パラワン島のニッパ

椰子で出来た教会や、村のなかの緑に囲まれた聖

アグネス教会、山２つ超えて行った普段は小学校

として使われている聖マティアス教会、山岳民族

のイゴロットの人たちが伝統的な石積みの業を

駆使して建てたホーリーフェイス教会、マニラの

聖公会大聖堂、そして今回はヤコブ農園のマンゴ

ーの樹の下での野外礼拝と、どれをとっても、そ

こに主がおられフィリピンの仲間とも主のもと

で一つという共感が得られる幸せに恵まれた。 

このプロジェクトは主がおられなくては成り

立たない、主がその中心におられ、主に導かれ守

られて今日まで続けてくることができた。感謝で

一杯である。 

それ故、もっと多くの人たちに参加してもらい

たい。このような素晴らしい経験を何度も何度も、

このおばさんに独占させるなんてもったいない

と思いませんか？ 特に若者達に、感性が瑞々し

く柔軟性があるうちに、経験して欲しい。ハワイ

やヨーロッパにはいつでも行ける。しかし、この

プロジェクトは教会でなければ企画できないも

のであるから、是非この機会を逃さないでほしい

と力説したい。 

 

ファームの木陰での聖餐式 

８月の教区大会には、五十嵐主教様の感謝会に

このプロジェクトのため、いつも献身的に働いて

くれる中央教区スタッフを代表して、ベニーを招

待する予定である。彼女を知っている人も、知ら

ない人も暖かく迎えて頂きたい。主に結ばれた者

の絆は、永遠である。 

最後に、常に変わらぬ皆様のお祈り、後方支援、

献品支援、献金支援などに心よりの感謝とお礼を

申し上げます。 
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フィリピンは元気のみなもとですフィリピンは元気のみなもとですフィリピンは元気のみなもとですフィリピンは元気のみなもとです    

直方キリスト教会直方キリスト教会直方キリスト教会直方キリスト教会    司祭司祭司祭司祭    牛島幹夫牛島幹夫牛島幹夫牛島幹夫    

 

 初めてサンタイネスに来たのは２００３年の

夏のことでした。その後２回のアドベントツアー、

昨年のワークキャンプを経てサンタイネスに行

くのはもう５回目になりました。行くたびにサン

タイネスの人たちが近くなってくるのを感じ嬉

しくなりますし、行くたびにリラックスする自分

がいるのを感じます。  

 私は、常々妻から「幹夫さんはフィリピンに行

くと元気になるから、フィリピンには行った方が

良いよ。」と言われているのですが、サンタイネ

スに来てその言葉が真実だったことを理解して

います。太陽の光、満天の星空、素朴な食事、そ

してなにより人との交わり。すべてが私をいやし

てくれるようでした。 

 ワークでは、普段いかに体を動かしていないか

を痛感させられますが、自分のできる範囲で黙々

と土に向かっていることで心が解きほぐされて

いったような気がします。また、夜になって電気

がなくて真っ暗になってしまうような生活も、本

来わたしたちが生きるべき生活を考えさせられ

る時となったように思っています。「なければな

いでなんとかなる」ということを知るのはとても

大事なことだと思います。 

 ワークの楽しみにはいろいろありますが、私に

とってはその一つは礼拝です。英語での説教を準

備するのは苦行ですが、礼拝そのものはたとえそ

れが英語でもタガログ語でも、ほんとうに恵みを

深く感じるものとなりました。言葉が分からない

中で大きな恵みがあり、しかし言葉が分からない

がために感じる壁にも気づきます。そして、自分

は単純に礼拝が好きなんだということを再確認

しています。これは、普段と違うところに身をお

くことの最大の効用だと思っています。 

 

 

 

 

 聖アグネス教会での主日礼拝で説教する 

牛島司祭と紹介するダグソン司祭（左） 

 

 今回一つ反省は、マニラに戻ってからお腹の調

子が悪くなってしまったことです。マニラにもど

ってからは、プログラムに積極的に参加出来なか

ったですし、並べられた、美味しそうな食事も少

ししか食べることができませんでした。 

 大好きなフィリピン料理を心ゆくまで食べる

ことができないなんて！今回最大に悔やまれる

ところです。次回に向けてリベンジしないといけ

ないと心に誓いました。ということで、またフィ

リピンに行くことが私の中では決定しました。 

 フィリピンは本当に素晴らしいところだと思

います。しかし、その本当のすばらしさは、観光

地や都会に行っただけでは分からないのではな

いかと思います。教会を通しての交わりだからこ

そ与えられているものがあると信じています。 

来年再来年とワークキャンプが続いて、一人で

も多くの人がキャンプに参加して欲しいと願っ

ています。きっと素晴らしい出会いがそこに待っ

ていると確信しています。 
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大きなプレゼント大きなプレゼント大きなプレゼント大きなプレゼント    

神戸教区神戸教区神戸教区神戸教区    司祭司祭司祭司祭    ヨシュアヨシュアヨシュアヨシュア    長田吉史長田吉史長田吉史長田吉史    

 

今回、はじめてフィリピンワークキャンプに参

加し、たくさんの方々との出会い、そしてそのた

くさんの方々からの大きなプレゼントをいただ

いたことを本当に感謝しています。私たち人間は

本当にすばらしい人と出会った時、とても幸せに

なりますが、私自身、このキャンプ中に出会えた

方々によって、とっても幸せな気持ちになり、ま

た大きなプレゼントをいただきました。S.ダグソ

ン司祭をはじめ、忘れてはならないベニー姉やデ

ルフィン兄、その他本当に多くの方々と出会い、

一人ひとりから大きなプレゼントをいただきま

した。 

特に印象的だったのは、ダグソン司祭のお人柄

とサンタイネス最後の晩に聞かせていただいた

言葉です。お人柄は、昨年の報告にも掲載されて

おりましたが、いつも陽気で、どこまでがジョー

クでどこからが本気なのかが掴めない時があり、

でもその心の中はまさに、ヤコブ農園で見上げた

澄み切った青空のようでした。そのような司祭が

最後の日の晩、何度も何度も語っておられたこと

がありました。それは『私たちのこの関係はこれか

ら先も続けていくべきだ。デルフィンは、そして周りの

みんなも自分のかけがえのない大切な友だちであり、

大切な家族だ。お前もそうだ。だから、これからもこ

の関係を続けていきたい。』と言うこと。また、そ

のためには『口だけで、ああすることが大切、こうす

ることが大切というのではなく、心もそして人と握手

する手も同じ温もりが大切である』そう語られて、

十字架を刻む握手を何度も何度も交わし、最後に

『必ず戻って来い』と言われていた言葉が特に心

に残っています。 

日本に帰ってきた今も、その言葉が時々よみが

えってきます。その度にサイタイネスでの幸せな

日々を思い出しますが、いつも心が痛みます。ど

うしてなのか。それは必ずサンタイネスに戻るこ

とができるという約束ができなかったからでは

ありません。サンタイネスだけではなく、普段の

生活の中でも大切なことがわかっていても、それ

を実践できていない自分がいる。躊躇したり、で

きるだけ穏便に事を済まそうとする自分がいる。

つまり、時にして偽善者と化してしまう自分がい

るということが、その痛みを起こしている要因な

のではないかと思うのです。でもその痛みこそが、

今の自分には本当に必要なことであり、それこそ

が S.ダグソン司祭との出会いによって与えられ

た、とても大きなプレゼントだったと私は確信し

ています。その大きなプレゼントをこれから先、

本当に大切にして、いつかきっと思いと言葉と行

いが一つになった温もりある姿へと変容させら

れるよう、日々、父なる神様に祈り求めて生きた

いと思います。様々な出会いに、そして、いただ

いたプレゼントに本当に感謝します。 

 

Bonggang-bonggang Salamat Kaibigan 

 

 

タクロバオ主教ご夫妻と長田司祭 
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第二の故郷第二の故郷第二の故郷第二の故郷    

        大分聖公会大分聖公会大分聖公会大分聖公会    古澤はん奈古澤はん奈古澤はん奈古澤はん奈    

今年のワークキャンプでついに５回目のフィリ

ピンとなり、高校１年の時にワークキャンプに行

く為に取得したパスポートもとうとう５年の期

限が切れ、新しいパスポートに変わりました。そ

う考えると年月経つのは本当に早いと感じたの

が最初の感想です。 

去年とまた同じ場所でワークが出来る＝子供

達にまた会う事が出来るというのは本当に嬉し

い事でした。最初にサンタイネスに着いて再会し

た時、子供達は照れた様子で挨拶をしてくれ、私

自身も照れました。でもそんな状況は１時間もし

ない内に和気あいあいとしたものに変わってい

きました。 

そしてもう一つの醍醐味はヤコブ農園がどれ

くらい変わったのか見られるという事です。いつ

もの道のりを歩いて着いたヤコブ農園は激変し

ていました。去年最終日に草やゴミ、石などを集

めて運んだ荒れ地がピーナッツ、とうもろこしの

耕作地に変わっていた事、必死で地中に埋まって

いる大きな石をどかしたり（殆んど現地の方がや

っていましたが・・・。）噛まれると痛いアリと

格闘しながら耕した畑が水田に変わっていたこ

と、山の上に教会が出来つつあるという事、説明

しきれない位この１年間で変わっていて本当に

驚いたと同時にヤコブ農園が大きな発展を遂げ

ている事に感動しました。この変化を見られ、本

当に良かったです。 

今回も主なワークは農作業で野菜の苗や種を

植える為の棟を作りました。去年耕した場所とは

全く違い、あまり石が出てこない！少し場所が離

れただけなのに不思議でした。そして出来た棟に

植えた野菜の苗や種の成長は見られませんが、き

っとぐんぐん育つんだろうなと思うと嬉しくて

堪りません。去年よりも充実していた気がします。 

またサンタイネスの小学校へ訪問し、特別授業と

して日本文化について紹介する事が出来たのも

印象に残っている事の一つです。私と泉ちゃんは

折り紙を紹介しましたが、みんな興味津々で集ま

ってくるパワーに圧倒されながら折り紙を一緒

にしました。後にも先にも汗だくだくになりなが

ら必死で折り紙を教えることなんて無いんじゃ

ないかなと思います。授業が終わって帰る時も子

供達と一緒に帰り、その後ホームステイ先に帰る

道、ヤコブ農園へ向かう時に見かけると声をかけ

てくれるようになって、また友達が増えたような

気がします。 

 

 

教会のハイスクールの女の子たちと 

 

ホームステイ先のサンホセファミリーには私

たちが不自由な事が無いよう気を遣って頂き、本

当に感謝しています。ステイ先ではみんなで日本

語の勉強、Pananagutan を日本の歌詞で歌ったり、

ダンスしたり本当に幸せな時間を過ごす事が出

来ました。そしてサンタイネスを離れる日。去年

は某テレビ番組のような号泣、号泣の別れで、今

年もその様な状況になるのかなと思ったら今年

は笑顔で「See you next year!」と言ってお別れ

でした。また来年も「帰ってきたよ！」と言って

再会出来たら、と思っています。 

ワークキャンプメンバーも良かったなと感じ

ています。特に神戸組には爆笑しっぱなしで何回

笑い泣きしたか分かりません。また、個人的エピ

ソードは虫（ベニーが言うにはゴキブリ）に片目 
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瞼を刺され、３日間位腫れがひかなかった事、セ

ブンイレブンでお酒を購入した際にタガログ語

で年齢確認をされた事が一番印象強く残ってい

ます。来年はまだ参加出来るか分かりませんが、

また第二の故郷でどんな事が待っているのか楽

しみにしています。 

 

2012201220122012 年ワークキャンプレポート年ワークキャンプレポート年ワークキャンプレポート年ワークキャンプレポート    

直方キリスト教会直方キリスト教会直方キリスト教会直方キリスト教会    安村安村安村安村    泉泉泉泉    

 

私は今回初めてこのワークキャンプに参加さ

せていただきました。毎年兄弟や従兄妹が参加し

て話を聞いていたので念願の参加となりました。

この 10 日間というのは私の人生にとってとても

内容の濃い貴重な経験となりました。 

フィリピンでは初めて体験することが多く、初

めの方は文化の違いに戸惑うことが多かったで

す。例えばマニラでは、国の都心部であり交通量

が多いにも関わらず、道路には車線がなく、信号

はあってもないのと同じ状況でわたしたち日本

人からすればとても危険な運転をしていたり、小

さな子供や目の見えない老人が道路の中で、停車

している車の中の人に物を売っている姿が多く

見られたりなど。サンタイネスの生活に関してい

えば、トイレの水はもちろん自動で流れるわけで

はないし、シャワーがあるわけでもなく、電気は

たまに通り、ごはんも大抵の家が薪で火をおこし

てつくるといった生活で、私たちが普段している

生活とはかけはなれていました。最初はこのよう

な生活の大変さに多少の戸惑いもありましたが、

帰るころにはこの生活が私はとてもうらやまし

くなりました。なぜならこの生活には日本にはな

い良さが多くあると感じたからです。それは人と

の関わりや自然の豊かさです。サンタイネスでは

村の人たちがお互い助け合って生活をしていま

した。ワーク期間中の生活は、朝起きてワークに

出かけ、みんなで農作業をし、みんなでごはんを

食べ、みんなで遊び、みんなで寝る。村の人たち

は自然や動物と一緒にのびのびと生活している

ように感じました。 

 

子どもたちといっしょに泉さん 

 

サンタイネスのいいところは何より、人がとて

も温かいところです。少し「暑いね」と言うと日

傘をさしだしてくれたり、「眠たくないか」「トイ

レは大丈夫か」などと声をかけてくれたりなど、

私たち日本人に不便がないように小さなことに

もとても気を遣ってくれました。小さな子供から

大人までみんな本当に優しい人ばかりでした。日

本への興味も持ってくれているようで、ワークに

行く道のりでは日本語とタガログ語を教えあい、

日本語の歌を一緒に歌いながら毎日 JACOB’S 

FARM まで行きました。このような日本語の勉強

に熱心な姿には本当に感心しました。このような

いい人たちに巡り合うことができ、共に生活がで

きたことを本当に幸せに感じます。そして私はま

た必ずフィリピンへ訪れたいと思います。 

このようにいい経験ができたのもこのワーク

キャンプを支えてくださった方々の協力があっ

てこそだと思います。この素敵な出会い、貴重な

経験の機会を与えってくださった関係者の方々、

本当にありがとうございました。 
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フィリピンワークキャンプに参加してフィリピンワークキャンプに参加してフィリピンワークキャンプに参加してフィリピンワークキャンプに参加して    

神戸教区神戸教区神戸教区神戸教区    呉信愛教会呉信愛教会呉信愛教会呉信愛教会    トマストマストマストマス    山本風太山本風太山本風太山本風太    

 

 

風太さんとジュノア 

 

今回初めてフィリピンワークキャンプに参加さ

せて頂きました。また、海外へ行くことが初めて

の私にとって、フィリピンでの生活は刺激的なも

のばかりでした。これまでの人生で最も充実した

10 日間を過ごし、忘れられない思い出となったこ

とは間違いありません。 

特にサンタイネスで過ごした日々のことは鮮明

に覚えています。礼拝堂でご飯を食べることや、

コーヒーを飲むことには驚きました。また礼拝中

にも関わらず、祭壇の下で犬はくつろいでいる、

日本では考えられません。そして日本とは全く異

なった生活環境で、絶対的に日本の方が住みやす

いことは確かです。しかし、物足りなさを覚える

ことは一切なく、サンタイネスでの生活は満ち溢

れていました。それはお金や物ではなく、心で直

接感じられるものだったと思います。共に生活を

していく中で、人々の優しさに触れ、たくさんの

子供たちの笑顔に囲まれて、私は本当に幸せな時

間だと感じました。言葉もほとんど分からない中

で、伝えようとする意志と、理解しようとする意

志がお互いにあれば、分かり合うことができると

強く感じました。それほど深い話をしたのかと言

うとそうではないかもしれませんが、サンタイネ

スの人々との間に絆が生まれたことは確かだと

思います。 

滞在中、家庭の事情で小学校に通えない子共たち

の話を聞きました。私に状況を変えることが不可

能なことは分かっていたので、言いようのない悔

しさが残りました。残りの日を一緒に楽しく過ご

す、これが私にできる唯一のことだったと思いま

す。 

今回のキャンプで、教会が人とのかかわりの中に

あることを感じました。また、教会のために一生

懸命働いている人たちを見て、私ももっと頑張ら

なければならないと思いました。 

異国の地で聖餐にあずかることができたことも

貴重な体験になりました。そして多くの人とクリ

スチャンとして繋がりを持てたことが、大きな財

産になりました。本当に感謝です。 

来年はもっと力をつけて、タガログ語もしっかり

勉強して参加したいと思います。ファームや丘の

上のチャペルがどんな風に発展しているのかが

楽しみです。 

ありがとうございました。 

 

交流は俺たちに任せとけ！な神戸教区の二人 
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フィリピンワークキャンプに参加してフィリピンワークキャンプに参加してフィリピンワークキャンプに参加してフィリピンワークキャンプに参加して    

神戸教区神戸教区神戸教区神戸教区    フランチェスコフランチェスコフランチェスコフランチェスコ    八代八代八代八代    良寛良寛良寛良寛    

 

 今回フィリピンワークキャンプへの参加した

動機は、私は海外へ行ったことがなく、日本の健

康、食糧、教育、労働条件、住宅、衣料、社会保

障などの生活水準の豊かな国で暮らしていて、日

本の環境しか知らなく、途上国のそれはどうなっ

ているのだろうと興味があり自分の目で見て、肌

で感じる良い機会だと思い参加させていただき

ました。 

 

 

いつも愉快な良寛さん 

 

 私の人生の中でフィリピンワークキャンプは

とても大きな出来事の一つになりました。 

フィリピンでの滞在で知ったことは、もののあ

りがたみです。日本では当たり前にある電気、水、

食べ物が今回行ったサンタイネスでは水は豊か

にあるものの電気、食べ物は満足にあるわけでは

なく、また、自分たちで畑を耕し、野菜を育て、

家畜を飼い、それを食すということにその大事さ

を心から感じる事ができました。 

また、食べ物やお風呂代わりに川で体を洗った

り、洗濯をしたりとフィリピンの生活のすべてが

新鮮で経験したことのないことばかりでした。 

私が初めて行く海外で不安の中サンタイネス

の方々は私たち日本人の世話をしてくれたり、笑

顔で手を振ってくれたりととても親切な方が多

かったです。 

また、印象的だったものは、現地の子どもの澄

んだ瞳ときれいな笑顔です。言葉がうまく通じな

くても一緒に遊んだり、おしゃべりや毎晩ダンス

をしたりと子供たちの笑っている表情を見ると、

それだけで私も笑顔になりました。今でもその表

情が目に浮かびます。 

今回フィリピンワークキャンプで学んだこと、

自分が見たこと感じたことを家族や友人に伝え

る必要があると思います。 

今回のワークキャンプは私自身学ぶことが多

く、現地の人からすると役に立たなかったかもし

れませんが、私がフィリピンに行き、少しでも多

くの人が笑顔になってくれたら嬉しく思います。

また、これから聖公会、神戸教区とフィリピン聖

公会、サンタイネスの人々との関わりが豊かにな

ってなることを願っています。 

また、サンタイネスに行ける日を楽しみにして

います。 

笑顔の絶えない幸せな時間をありがとうござ

いました。 

 

 

 

2012 ワークキャンプのキャンパー 
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フィリピン中央教区神学生の紹介フィリピン中央教区神学生の紹介フィリピン中央教区神学生の紹介フィリピン中央教区神学生の紹介    

 九州教区はフィリピン中央教区のために神学

生の奨学金を提供しています。今回のキャンプで

今年度から九州教区の奨学金で学ぶことになっ

た神学生レスティーさんに会うことができまし

た。九州教区が支える５人目の神学生です。 

 

神学生のレスティーさん（左）と 

 

氏名・レスティー C オング (Restie C. Ong) 

中国系の 30歳、男性、既婚者で、12,10,5 歳の３

児の父親。本人は、母親とは幼い頃死別。父親と

ともにフィリピンに移住したがその父親も再婚

後、行方不明。十代から聖公会の敷地内で、清掃

員から始め、あらゆる仕事に就きながら夜学で学

ぶ。現在も家族のため、日中は働き、勉学は夜。

タクロバオ主教も若い時から良く知っており、ま

じめな苦労人なので、今回推薦したとのこと。 

（ベイカー記）  

 

〇レスティー神学生からのメッセージ 

九州教区の皆さん、はじめまして。   

今年から神学校の一年生として勉学に励んでい

ます。皆さんの支援に感謝致します。いつの日か

皆さんとお会いして、交流が持てることを願って

います。今後もこの支援の輪が広がっていきます

ように。  

主の平安と恵みが皆さんと、ともにありますよう

に！  

交流ニュース交流ニュース交流ニュース交流ニュース    

〇レンデル・サリダオさん執事に按手 

 九州教区の奨学金によって神学校で学び卒業

したレンデル・サリダオ氏が５月９日ノバリチェ

ス聖ルカ教会で執事に按手されました。レンデル

執事の働きが神様に祝福されるようお祈りいた

します。 

 

〇ベニー・メンドーサ姉を招待 

 毎年、フィリピン中央教区から聖職を九州に招

くプログラムが根付いてきていると思います。今

年は中央教区において信徒のリーダーとして大

きな働きをされている、ベニー・メンドーサ姉を

８月の教区大会に併せて九州に招待します。ベニ

ー姉はフィリピン中央教区の教育担当責任者と

して様々なプログラムを立案実施しています。そ

のために教区内のすべての教会を回っていると

のこと。また、毎回のアドベントツアーやワーク

キャンプにおいても全面的にサポートをしてく

ださっています。 

今回の招待は約２週間の滞在になる予定です。

よい交わりの時が持てるようお祈りください。 

 

 

編集後記 

・諸般の事情で、大変遅くなってしまいました

が皆様に今年もフィリピンとの掛け橋をお届

けすることができますことを嬉しく思ってい

ます。 

・読みにくいところもあるかもしれませんが、

どうぞ教会で回覧して読んでいただければと

願っています。 

・また、教区のホームページにも同じ物があり

ますので、そちらから印刷して配っていただ

けると幸いです。 

バルナバ牛島幹夫 


